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論文内容の要旨

〔目的〕

本態性低血圧症の概念については，従来より低血圧そのものを疾病として認めるかどうかという根

本的な問題についてさえ，諸家の意見が異なっている。

本症の症状については まったく無愁訴で一般人と変らず活躍している者から，自律神経失調症や

神経症，仮面うつ病の症状と類似の状態で長期間療養している者まで多岐にわたっているが，このこ

とも本症の成因や概念の統ーされた見解が見い出されない大きな原因となっている。

しかし，一般社会のストレスの中で，数多くの活動をこなしていくにあたり，過度で、はなく一定の

血圧を維持することが必要条件と仮定すれば，本態性低血圧症者が，有事の際に，血行動態がどのよ

うな反応を示すかを正常血圧者・本態性高血圧症者の症例とくらべ，比較検討することも重要である。

この際，情動負荷のために現在「心理的ストレス誘発法」として方法論的にも確立されている鏡映

描写法を用いることとし 被験者の性格特性や症状の分析のために， MPI (モーズレイ性格検査) , 

CMI (コーネルメデイカルインデックス)を用いて，正常血圧者・本態性高血圧症者と比較対照し，

心身相関の立場から研究を行なった。

〔方法ならびに成績〕

精神生理学的研究として，鏡映描写法を用いて情動負荷を行った。

鏡映描写装置は誤描写により 1 KHzの断続音が発するようになっているが，情動負荷のためには不

充分と考え 4KHzの準連続音を発するように改良した。

対象は，大学関連の健康管理センターに人間ドック受診のため来院した者の内，本態性低血圧症者
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72名，正常血圧者68名，高血圧症者21名の計161名である。

鏡映描写法における作業時間については修正した川上分類を用いて分類した。

その結果，正常血圧者群(正常群)と本態性低血圧症者群(低血圧群，有愁訴・無愁訴を含む)で

は，その分布に特に有意の差はみられず， A型(プレート型)次いで、 B型(スロープ型)が多かった。

本態性高血圧症者群(高血圧群)ではA'型(プラトー型)やC型(ジグザグ型) E型(不能型)が多

く，正常群や低血圧群とくらべ分布の相違がみられた。

一方，情動負荷による血圧の変化についてはまず最高血圧について，正常群においては E 型(軽度

緊張型)が最も多く，低血圧群では E 型と I 型(安定型)皿型(緊張型)町型(動揺型)およびV型

(緊張遅延型)に分布し，反応の複雑さをみせた。高血圧群については皿型が特に多く，情動負荷に

対し緊張を起こしやすいことを示した。(他群と 5%で有意)

最低血圧については低血圧群，正常群，高血圧群の各群の変化に有意の差はみられなかった。

以上の結果から情動負荷に対し，高血圧群が最もよく反応し，正常群では適度の反応しかみせない

のに対し，低血圧群では反応がやや複雑で、種々のタイプにわかれることがわかった。その反応も最高

血圧が示す変化が中心で，最低血圧は付随的な反応を示すにとどまった。

脈拍については各群に有意差なく，血圧が示す変化より少なかったO

臨床心理学的研究として， CMI ・ MPI の各検査を鏡映描写テストの前に施行した。

低血圧群について CMIの深町分類により， 1 , n 型を無愁訴群，皿，町型を有愁訴群として，各群

と鏡映描写テストの結果との関連について検討した。

その結果，作業時間や誤描写時間，誤描写回数などの task performance と，有愁訴・無愁訴各群

との関係は，特にかたよりはなく有意の差はみられなかった。血圧の変化との相関については無愁訴

群では，血圧の変化についての分類で皿型が最も多く I 型や町型はほとんどみられなかった。逆に，

有愁訴群では I 型・町型が多く無愁訴群と有意の差を示した。 (P<0.05) 

MPIの各尺度と鏡映描写テストとの利関について，まず外向性・内向性尺度との関係は各群聞で，

特に有意差はみられず，またうそ尺度との関係についても有意の差が示されなかった。

神経症的傾向尺度との関係について，‘ MPIの高得点、グループ (35点以上) ，中間グループ (34 点~

14点) ，低得点グループ(13点以下)に分けて検討した。その結果，低血圧群と正常群は症例が各グ

ループにわかれ特にかたよりはみられなかったが，高血圧群では高得点、グループが最も多く，次いで、

低得点グループが多かった。

一方，低血圧群のうちで高得点グループに属するものは，血圧変動に関する分類で I 類と町類が有

意に多く神経圧的傾向が強いものは血圧の変化が少ないが あっても動揺する傾向にあることが示さ

れた D

以上の結果から低血圧群においては，ストレスに対して血圧が一定の上昇を示すものは愁訴も少な

く，上昇があっても神経症的傾向の高いものは愁訴が多くなることがわかった。

〔総括〕

1) MCTの作業時間については正常群と低血圧群は， A型と B型が多く，高血圧群ではA'型・ C 型・
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E型などが多く，きわだった対照をみせる。

2) MDT による血圧の変動については，高血圧群では緊張型が多く情動負荷の影響を受けやすいの

に対し，正常群では一定の血圧上昇しかみられない。一方， CMI深町分類による低血圧群における

有愁訴・無愁訴群の分類においては，無愁訴群では緊張型が多く，情動負荷に対し正常血圧の領域

まで血圧上昇が可能であることを示し，有愁訴群ではまったく反応しないか，反応しでも動揺が大

きいことを示す。

3 )低血圧群のうち， MPI (N尺度)で高得点グループに属するものは，血圧の変動が少ないか，あ

っても動揺する傾向にある。

4 )以上の点から，低血圧群においてはストレスに対し，血圧が一定の上昇を示すものは愁訴が少な

く，上昇があっても神経症的傾向が高いものは愁訴が多くなることがわかった。

論文の審査結果の要旨

本態性低血圧症の概念については，従来より，低血圧そのものを疾病として認めるかどうかという

基本的な問題についてさえ，諸家の意見が異なり，発症・症状などについての検討があまりなされて

いない。

著者は，鏡映描写法を用いて情動負荷を行ない同時に連続的に血圧・脈拍を測定し，正常血圧・高

血圧症と対比して，低血圧症の内でも愁訴の有無によりストレスに対する反応が異なる事を認め，症

状発現と関係がある事を明らかにしたものであり，価値ある業績と考える。
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